
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
に
揺
ら
れ
て
終

点
ま
で
。車
窓
か
ら
高
架
の
新
幹
線
、

地
下
へ
潜
る
埼
京
線
が
見
え
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
車
両
を
整
備
す
る
大
宮

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
新
幹

線
５
路
線
を
含
む

路
線
が
乗
り
入
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れ
る
大
宮
は
、
「
鉄
道
の
街
」
と
呼

ば
れ
る
。

改
札
を
抜
け
る
と
、
駅
構
内
正
面

で
「
ま
め
の
木
」
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。
１
９
８
５
年
、
大
宮
駅
開
業
１

０
０
年
と
埼
京
線
開
業
に
あ
わ
せ
て

設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
童
話

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
に
ち
な
み
、

街
が
成
長
す
る
よ
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
西
口
側
の
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
地
下
１
階
に
は
、
埼
玉
県

の
優
良
産
品
を
販
売
す
る
「
そ
ぴ
あ
」

が
あ
る
。狭
山
茶
や
草
加
せ
ん
べ
い
、

地
酒
、
民
芸
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
た
。

東
口
に
回
り
、
一
の
宮
通
り
へ
。

武
蔵
国
一
の
宮
と
し
て
「
大
い
な
る

宮
居
」
と
呼
ば
れ
、
地
名
の
由
来
と

な
っ
た
氷
川
神
社
に
向
か
っ
た
。
美

容
室
が
多
い
の
で
、
最
近
は
「
美
容

室
通
り
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
ブ
テ
ィ

ッ
ク
や
古
着
屋
も
多
く
、
お
し
ゃ
れ

な
通
り
だ
。
地
元
の
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー

ム
「
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」
の
チ

ー
ム
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
ら

れ
た
街
灯
が
並
び
、
古
着
店
な
ど
で

道
草
す
る
と
時
間
を
忘
れ
そ
う
だ
。

４
０
０
㍍
ほ
ど
行
く
と
、
氷
川
神

社
二
の
鳥
居
。
参
道
沿
い
の
「
氷
川

だ
ん
ご
星
」
か
ら
、
し
よ
う
ゆ
の
焼

け
る
香
ば
し
い
に
お
い
が
漂
っ
て
き

た
。
店
主
の
蓜
島
（
は
い
し
ま
）
徳

治
さ
ん
（

）
に
「
し
ょ
う
ゆ
の
焼
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き
団
子
と
、
の
り
を
ま
ぶ
し
た
の
が

人
気
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
つ
い
手
が

出
た
。
し
ょ
う
ゆ
が
よ
く
染
み
た
団

子
を
味
わ
い
な
が
ら
、
活
気
に
満
ち

た
参
道
を
歩
く
の
は
楽
し
い
。

少
し
回
り
道
を
し
て
、
駅
北
側
に

架
か
る
大
栄
（
だ
い
え
い
）
橋
へ
向

か
っ
た
。
次
々
と
電
車
が
走
り
抜
け

る
橋
上
か
ら
の
眺
め
は
「
鉄
道
の
街
」

の
縮
図
の
よ
う
。
東
京
・
神
田
に
あ

っ
た
「
交
通
博
物
館
」
が
大
宮
区
の

Ｊ
Ｒ
用
地
に
移
転
し
、

月
に
は
「
鉄

10

道
博
物
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
ま
め
の
木
」
に
見
守
ら
れ
、
街
は

成
長
を
続
け
て
い
る
。
（
さ
い
た
ま

支
局

早
川
悦
朗
）

メ
モ

優
良
県
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
「
そ
ぴ

あ
」
は
、
県
内
の
名
産
品
約
７
０
０

点
を
販
売
し
て
い
る
。
営
業
時
間
は

午
前

時
〜
午
後
５
時
。
日
曜
、
祝

10

日
休
み
。
氷
川
神
社
の
参
拝
時
間
は

午
前
６
時
〜
午
後
４
時
半
。
鉄
道
博

物
館
は

月

日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
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定
。

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
・
大
宮
駅

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）

成
長
続
け
る
「
鉄
道
の
街
」


